
コーパス言語学の手法を英語教育に活かす（１）
―「辞書とコーパスで自信をもって楽しく英語を使う」ための方策―

梅 咲 敦 子

１．はじめに

コーパスは、広義には言語分析に利用できるコンピュータ可読形式の実際に話されたり

書かれたりした言葉の集積を指し、狭義には一定のコーパスデザインと代表性を有するよ

うに編纂されたものを言う。コーパス言語学は、コーパスを利用した言語研究とその応用

およびコーパス編纂と検索に関わる研究を行う学問分野である。では、コーパス言語学の

手法とは何か。コーパス言語学は、言語運用に中心を置き、個別言語の使用実態を記述

し、その中から言語の本質・規則性を見出す、経験主義・実証主義的研究である。その点

で、コンピュータのない時代に手作業で言語資料を分析した記述的伝統文法の新しい形と

いえる。生成文法の言語能力と言語の普遍性の解明を目指し母語話者の言語直観に基づい

て言語理論を証明する合理主義的研究とは対照的アプローチである。そのため、生成文法

研究における母語話者の絶対的優位はコーパス言語学にはない１）。むしろ非母語話者のほ

うが、母語話者の見過ごす言語の不思議に気付き、コーパス分析によって言語の本質に迫

る可能性が高いかもしれない。コーパスの検索は語がベースになる。コーパスから検索ソ

フトを介して得られる語や語の連続の用例はさまざまな言語理論の証拠として利用でき

る。用例とともに、頻度と統計データ及びそれらに基づく新たな結果表示は、従来とは異

なる方法で言語の使用実態を明らかにできる。それらを活かして、実証的に言語の本質に

迫ることがコーパス言語学の手法であり、意義と言えよう。

筆者は、コーパスの英語教育への貢献を、コーパス言語学の視点から２つに大別できる

と考えている。第一に、コーパス分析による言語学的研究成果を英語教育に活かすことが

あげられる。これをさらに２つに分類すると、１つ目が、英語母語話者コーパスを利用し

た、語彙文法・ディスコース・音声音韻研究、社会言語学や歴史言語学、さらには第一言

語習得研究における研究成果の英語教育への活用があり、その典型的成果物は文法書と辞

書である。２つ目が、非母語話者コーパス（学習者コーパス）を使った第二言語習得研究

の成果を英語教育に活用することである。

第二に、コーパス自体を教育に活用することがあげられる。これをさらに２つに分類す

ると、１つ目が、コーパスを利用した教材・テスト・語彙表作成や教材評価、すなわち、

１）齊藤他編（２００５：３―５）参照。
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表１ コーパス言語学と英語教育との関わり

［１］コーパス分析
による言語学的研
究成果の英語教育
への応用

［１．１］母語話者コーパスを利用
した言語研究

歴史言語学、社会言語学、語彙文法・ディ
スコース・音声音韻研究、第一言語習得

［１．２］非母語話者（学習者）コー
パスを利用した言語習得研究

第二言語習得（誤用分析）

［２］コーパス自体
の教育利用

［２．１］間接利用 教材・テスト作成
語彙リスト作成・教材評価

［２．２］直接利用 ［２．２．１］コーパス言語学教育目的

［２．２．２］英語学習目的

コーパスの教育への間接利用で、２つ目が、コーパスを教室での教育に導入すること、す

なわち、コーパスの教育への直接利用である。この２つ目の直接利用は、さらに２つに細

分化が可能で、ひとつが、コーパス言語学を教える目的、もうひとつが、英語学習目的に

よるコーパスの教室への導入である。以上は表１のようにまとめられる。

英語教育の視点からコーパス利用法を見た分類としては、投野（２００８：３―４）にも言及

されている Leech（１９９７：６―１０）の３分類がある。第一に、コーパスの教室への直接利用

で、そのなかには、（a）コーパス言語学を教えるための導入（teaching about）、（b）学生

が自分の目的に合わせてコーパスを使うための導入（teaching to exploit）、（c）新たに

コーパスを利用して特定の教えるべき項目を習得させるための導入（exploiting to teach）

の３つが含まれている。第二に、コーパスの教育への間接利用で、（a）辞書・文法書・参

考書編纂（reference publishing）や、（b）コーパスを利用した教材・語彙表作成

（materials development）やテスト・教材評価への応用（language testing）が入る。第三

に、教育志向のコーパス編纂が挙げられ、（a）学習用コーパス、（b）第一言語発達研究用

コーパス、第二言語習得研究用コーパス（非母語話者コーパスまたは学習者コーパス）、

（c）多言語パラレルコーパス編纂が含まれている。ただ、Leechと前述の筆者の分類の相

違は、視点の違いによるものであり、分類によって研究そのものや利用法が変わるわけで

はない。

いずれの分類にせよ、コーパスを英語教育目的で教室に導入することは（筆者の分類

［２．２．２］、Leechの分類第一の（b，c）にあたるが）、投野（２００８：４）にも指摘されてい

るように、まだ試験的段階である。普及しない要因は、ひとつには、教育実践としての効

果が証明されていないこと、もうひとつには導入の目的・意義・教育方法が十分に認知さ

れていないことが考えられる。筆者はこれまで英語教育にコーパスを取り入れる実践を報

告し、その意義を論じてきた（梅咲２００４b，２００５a, b；２００６a，２００７c, d；２００８a, b）。本

稿では、コーパスを教室における直接利用の最近の動向とともに、コーパスの教室への導

入の目的と意義をさらに明確にし、教育方法を例示し、学生評価を中心に教育効果の提示

を試みる。
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２．コーパスの教室への直接導入に関する動向

２．１ 著作

すでに１９９４年に Lancaster大学で第１回 TALC（１st Conference on Teaching and

Language Corpora）が開催され、その発表が大半を占める２）Teaching and Language

Corpora（Wichmann et al. ed.１９９７）が刊行され、英語学習のためのコーパスの直接利用

の議論が始まっている。同年に刊行されたテキスト Concordances in the Classroom

（Tribble and Jones１９９７）は、コーパスの直接・間接利用の実践例を掲載している。それ

以前の１９９１年にすでに、バーミンガム大学の留学生の言語教育にコーパスを使用すること

に尽力した Tim Johnsは、Data―Driven Learning（DDL）を開発し、提唱している

（Hunston ２００２：１７０、Bernardini ２００４：１６）。その後、直接利用は、Aston ed.（２００１），

Hunston（２００２），Sinclair ed.（２００４），Gavioli（２００５），O’Keeffe et al.（２００７），Aijmer ed.

（２００９），Bennett（２０１０），O’Keeffe and McCarthy（２０１０），Reppen（２０１０）などに扱われ

ている。また、McEnery et al.（２００６）のようにコーパス言語学研究の一部として一定の言

及がなされていることもある。このように、１９９０年代前半から、コーパスを英語学習の目

的で教室に導入する試みはあったが、それに関する著作はこの１、２年に増えてきている。

２．２ コンピュータ、コーパス、検索技術の進歩

コーパスを英語教育のためにコーパス言語学を専門としない学生に使用させるには、コ

ンピュータとコーパスの普及、使い易い検索ソフトが必須である。まず、日本におけるコ

ンピュータの普及を世帯保有率にみると、１９９５年に１６．３％、２０００年に５０．５％、２００５年に

８０．５％、２００６年に８０．８％、２００７年に８５．０％と上昇し、インターネット世帯利用率をみて

も、１９９５年数値記載無、２０００年３４．０％、２００５年８７％、２００６年７９％、２００７年９１．３％となって

いる（総務省情報通信国際戦略局２０１０）。このデータから、８割を超える世帯が PCを所

有しインターネットを利用するようになったのは、２００５年以降であることが分かる。

次に、コーパスの普及について辿る。コーパス言語学の始まりは、１９５０年代末から１９６０

年代初めである。すなわち、１９５９年に開始されたイギリスの The Survey of English Usage

計画（通称 SEU Corpusは非電子だが一定のコーパスデザインを持つ、話し言葉部分が

London-Lund Corpusとして電子化されたのは１９７５年）と、世界初の電子コーパス通称

Brown Corpus（アメリカ合衆国１９６１年の刊行物から１５カテゴリー、１テキスト２，０００語を

５００、計１００万語）が１９６１年から１９６４年にかけてアメリカ合衆国 Brown大学で編纂された

ときであると言われている（齊藤他２００５：５，Leech １９９１）。しかし、初期のコーパスは

１００万語規模で、語法・文法研究に必ずしも十分なデータを提供できなかった。

２）Wichmann et al. ed.（１９９７）の前文の情報。
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１９９０年代は成熟期にあたり（中村２００４：６５０）、大規模コーパス公開の時期である３）。

１９９４年に British National Corpus（BNC）１億語（書き言葉９，０００万語、話し言葉１，０００万

語）が完成した。日本にそのWorld Editionが公開されたのは２０００年である。モニター

コーパス（総語数を固定せず資料を追加してゆくコーパス）である Bank of Englishは、

１９９５年に２億語に達し、そのうちの２０００万語が COBUILDdirect（現名称Wordbanks

Online）としてオンライン検索できるようになった。２００３年５月に５億２０００万語を超え、

２００４年８月時点で約５，６００万語がオンライン利用可能であった４）。２００９年７月からはオン

ライン利用でも５．５億語にアクセスできる。また、２００７年には１５億語以上集めた ukWaC

（ukドメインのウェッブ上の英文を収集して品詞タグ付けしたモニターコーパス）が

Sketch Engineの検索サイトで利用可能になった（Ferraresi et al. ２００８）。２００８年初め

Corpus of Contemporary American English（COCA：３億６５００万語）のオンライン検索が公

開され、２０１０年には４億１，０００万語に達している（Davies：２０１０b）。以上コーパス編纂と

公開の歴史をみると、複数の１億語を超えるコーパスの利用が可能になるのも２００５年以降

であることが分かる。

さらに、検索プログラムを見てみる。例えば、BNCは２０００年に日本でも利用できるよ

うになったが、本格的検索のできる SARA（現在は XAIRA）は、コーパスの専門家以外に

は簡単に利用できるソフトではない。英語学習者一般が使い易く、しかも本格的検索の可

能なオンラインシステムが公開されるのは、２００３年９月の SCN―BNC（小学館コーパス

ネットワークシステムによる検索）や、２００４年の BYU―BNC（Brigham Young大学 Mark

Davies氏開発；Davies２０１０a）であり、さらに Sketch Engine―BNC（Adam Kilgarriff氏の

Lexical Computing Ltd. が提供する Sketch Engineによる検索）がある５）。

３）コーパス言語学発達の歴史は、齊藤他編（２００５），中村（２００４）、梅咲（２００７a）に記載。
４）WordbanksOnline の当時の語数は、サブコーパスの語数を合計すると５，７００万語強になるが、本稿ではサブ
コーパスを提示しないため、Harper Collins社の当時の解説文にある５，６００万語を採用した。

５）大規模コーパスと検索プログラムを一体化したオンラインコーパスの公開は、コーパス利用を急速に拡大
している。主要なオンラインコーパスを以下に挙げる（２０１０年７月現在）。
Ａ．BNC（１億語）を検索できるサイト

BNC Homepage http://www.natcorp.ox.ac.uk/ Oxford大学の BNC編纂機関としての情報提供と単純検
索サイト。

BNCweb（CQP―version） http://bncweb.info/ Lancaster大学提供。
BYU―BNC http://corpus.byu.edu/bnc/

SCN―BNC（有料） http://www.corpora.jp/ 小学館コーパスネットワーク。
SketchEngine―BNC（有料） http://www.sketchengine.co.uk/

Ｂ．その他の主要オンラインコーパス
BYU Corpora http://corpus.byu.edu/ Brigham Young大学 Mark Davies氏のサイト。COCA（Corpus of

Contemporary American Englishアメリカ現代英語１９９０―２００９年のテレビにおける話し言葉と書き
言葉計４．１億語）、Time Corpus（１９２３―現在までのタイム誌１億語）他の検索可能。

ukWaC（有料） http://www.sketchengine.co.uk/ Sketch Engineからイギリスのウェブサイトの英
語、１５億語強の検索可能。

WordbanksOnline（有料）http://www.collinslanguage.com/wordbanks/default.aspx Harper Collins社
提供の Bank of English５．５億語が Sketch Engineで検索可能。SCN（URLは SCN―BNC参照）で
５，６００万語分の検索可能。

PERC Corpus http://www.corpora.jp/�perc０４/index_j.html 自然科学分野の論文１，７００万語を SCNで検
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以上の歴史から、コンピュータ、コーパス、検索ソフトの３つが英語学習者一般に普及

するのは、少なくとも日本では２００５年以降である。従って、これまで試験的に教室に直接

導入されてきたコーパス利用を推進できる条件が現在整ったと言えよう。

３．直接利用の意義

日本人英語非母語話者は、大学卒業後一定の英語力を持ちながら、特に英語を書いて情

報発信するのを躊躇しがちである。そのために被る不利益は深刻である。躊躇する大きな

要因は、単語は思いつく、あるいは辞書で見つけることができても、どう組み合わせれば

よいか、または組み合わせて作った表現が実際にこなれた言い回しであるかどうか、絶え

ず不安がつきまとうことであろう。

その解決策として筆者は「辞書とコーパスで自信を持って楽しく英語を使おう」を提唱

している。英語の読み書きに辞書が必須であることを日本人英語学習者は周知している。

しかし、辞書だけでは、思いつく単語の組合せの可否を判断できない場合が多い。コーパ

スの用例検索から頻度の高い言い回しを選択して使用すれば、不自然な表現を使ってしま

う危険が減る。また、コーパスから対象語の共起語を検索・列挙することで、適切な表現

にたどりつくこともできる。

「辞書とコーパスで自信を持って楽しく英語を使う」ことを究極の目標に、コーパスを

教室に導入する。この究極の目標達成のために、個別目標として、（１）学習者がコーパス

を利用した発見学習（問題解決学習）を行うこと（梅咲２００７b）、（２）そのために必要

な、コーパスと検索ソフトの使用法を習得させること、（３）教室を離れて自らコーパスを

利用したいと思えるように、コーパスを使う喜びと重要性を認識させることの３点を立て

る。Aijmer（２００９：３）の言葉を借りれば、“the learner as a researcher”の実践である。実

践方法として、ひとつは、教師が学生に習得させたい文法項目や表現を学ばせるために、

コンコーダンスラインを画面上に出力させ、実例に触れさせることで言語現象を納得させ

るやり方で、学生には実例から規則が導き出せるようにする。もうひとつは、学習者自身

が疑問に思うことを解決するために、調べる必要のある語句を検索をさせるやり方が考え

られる。後者の学習者のニーズを重視した問題解決のための検索にも、教室では一定の教

員の指導が必要となろう。従って、この２つの実践は、初期の目的は異なっても、教員の

教室での役割は同じであり、発見（問題解決）のための手助けということになる。

索可能、２００８年に公開（SCNホームページの情報）。
MICASE（Michigan Corpus of Academic Spoken English） http://quod.lib. umich.edu/m/micase/

Michigan大学での講義、学生の討論、学生指導等の話し言葉１８０万語の検索可能。
Web Concordancer http://www.edict.com.hk/concordance/ LOB, Brown他の検索可能。
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４．理論的背景

英語で表現する際に、語の組合せが上手く出来ないことを解決するための手段として、

コーパス利用を提唱する理論的背景にフレイジオロジーがある。ここでいうフレイジオロ

ジーとは、統語上可能な語と語の結合であっても、特定の語と語の間には他の語と語の結

びつきよりも強いものが存在し、さらにそれらの語どうしの結合やパターンが特定の意味

や機能をもつことがあり、人間は、統語規則とともに脳に蓄積された慣習的な語と語の結

合（フレーズ）を駆使してことばを発しているという理論である。この考え方は、赤野

（２００３，２００８）、八木・井上（２００８）、南出（２００９，２０１０）にも共通するであろう。語と語

の関係を量的に明示できるのがコーパスである。従って、非母語話者がコーパスを使って

母語話者のフレーズの慣用を知ることは言語理論にもかなったことと言えよう。次にコー

パス検索の教室での利用例を紹介する。

５．フレイジオロジーに基づく教育実践例

「辞書とコーパスで自信を持って楽しく英語を使う」ことをめざす教育は、特別のカリ

キュラム編成は不要で、コーパスを英語習得の目的で教室に導入することができる。例え

ば、英語リーディングやリスニング、ライティングやコミュニケーションといった４技能

別コースの授業をコンピュータ教室で行えればよい。オンラインコーパスとして、SCN―

BNC; BYU―BNC, COCA; Sketch Engine―BNC, ukWaCを用いる６）。また、特定目的の英語教

育（ESP）でも究極の目標に変わりはなく基本的な導入法もほぼ同じである。ただ、学術

論文作成コースであれば、PERC Corpus（註５参照）のように、対象分野のコーパスがあ

れば利用するほうが望ましい。

本稿では、英語表現・コロケーションの習得を中心にした例を紹介する。どのコースで

も大抵のテキストには、単元の重要単語がリストアップされている。語義の確認だけに終

わらず、コロケーションを、コーパスを使って確認させる。

５．１ complaintを例に

習得すべき語彙に complaintがあれば、「苦情、不平」という語義の確認で済まさず、

どのような動詞と共起するかをコーパスで確認させる。その際には、（１）の下線部に入る

動詞をコーパスから探させることもできる。

６）どのコーパスを使用するかは、大学の事情によるが、SCN―BNCは検索画面が日本語で使い易い。無料で使
える点では BYU―BNC, COCAが良い。量的に大きさを必要とする場合は Sketch Engine―ukWaCがふさわし
い。どれも本格的検索ができるが、多少可能な検索が異なる。
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（１）I have to write a letter to __________ a complaint to the manufacturer.

（製造業者に苦情を言う手紙を書かないといけない。）

日本語母語話者の場合、makeよりも giveのほうを選択する確率が高いかもしれない。

また、sayを入れる可能性もある。しかし、SCN―BNCで complaintのコンコーダンスライ

ンを出力すると７）、（２）が得られる。また、make a complaintで検索するとmakeの活用

形を含めて４７回出現するが８）、give a complaintは０回で、say a complaintで「苦情を述

べる」を意味する連続はない９）。Sketch Engine―ukWaCのWord Sketchを使用すると、

complaintを目的語にとる動詞を頻度順に示すことができる１０）。結果は（３）にまとめた。最

も高頻度の動詞はmakeで、このリストに giveは出てこない。コンコーダンスラインに

も、「苦情を述べる」を表す give a complaintの例はない。コーパス検索を使って学習者

に complainの語義だけでなくmake a complaintというフレーズを体得させることができ

る。

（２）complaint，左ソートによるコンコーダンス画面の一部 （SCN―BNC）

ただ、授業の初期の段階では、当該語句がコンコーダンスラインに現れても、求める用

例でないこともあると学習者に気づかせるために、教員の手助けが要る。さらに、なぜ

complaintが giveと共起する例がないかを考えるには、教員の指導が必要であろう。

７）SCNでは、最大用例を２００００件、コンコーダンスラインも最大２００００行まで１ページに表示できる。表示設
定を変更しておく必要がある。

８）基本形で検索にチェックを入れる。
９）She said a complaint over the policy was made to Local Government Ombudsman, ...の例はあるが、...said

that a complaint...であり、検索対象の用例ではない。
１０）Word Sketchをクリックし、Advanced Optionsをクリック、Sort Collocations according toをRaw Frequency

に変更し、Lemmaに検索語を入力、Part of Speechを選択する。
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動詞 頻度 動詞 頻度 動詞 頻度 動詞 頻度

make ７１８１ resolve １２０８ lodge ５８２ raise ２９８

have ２８８０ handle ９８４ file ５３９ submit ２７３

receive ２５６７ consider ８１０ hear ４２５ get ２７２

be ２５６７ follow ６７０ bring ３４１ put ２４８

investigate ２３５４ take ６５５ pursue ３２４ address ２３３

uphold １５３３ refer ５９６ deal ３２１ register ２３０

acknowledge ２００

（３）complaintと共起する動詞（活用形を含む）の頻度（上位２５）

（３）から何が分かるかを授業で議論することもできる。実際に大学院の授業では、give

は良いものを相手に与える場合に使うのではないかという発言があった。「苦情」は

receiveや takeのように話し手が受け取ることはあっても、好ましくない感情は相手に与

えることを避けるために giveは用いない、好ましくない感情を相手に伝える場合は、

submitや fileのような giveよりも正式（formal）な動詞を使うのかもしれない。授業で、

この点をさらに深めるかどうかは受講者次第だが、次にmakeと giveに後続する名詞を

調べる。

５．２ makeと give

この２つの軽動詞に続く名詞をコーパスで検索すると、軽動詞の選択について感覚がつ

かめる。（４）と（５）はmakeと giveに続く名詞を SCN―BNCで出力した画面である１１）。（４）

には、２番の列に「make（変化形を含む）＋［a, anなど何か１語］＋名詞」のパターンに

現れる名詞が高頻度順に示されている。（５）には同様に giveと共起する名詞が列挙され

る。ただし、２番の列には、is given in Table xの tableのような、今回の分析対象ではな

い名詞も含まれるので、データの読み方に注意しなければならない。

（４）と（５）から、動詞にも使われるか、動詞の派生形の名詞を抽出すると、make a｜anに

続く名詞には、decision, difference,（point）, mistake,（effort）, statement, progress, change,

profit, attempt, contribution, comment,（noise）, choice, order, move, note１２）があるのに対

し、give a｜anの後には、impression,（opportunity）, information, indication, support,

１１）共起検索画面で、中心語にmakeを入力、基本形で検索にチェック、中心語の品詞に一般動詞を選択、品詞
設定に普通名詞を選択して、検索をクリックする。同様に giveも検索する。

１２）調べてゆくうちに、新たな課題に出くわす。例えば、SCN―BNCには、make a note（makeの変化形を含
む）は、２４３回見られ、そのうち１９１回はmake a note ofのパターンで表れ、make noteは９回（内make

note of ７回）、make notes１４７回（make notes of１４回）。同様の検索で、takeの場合は、take a noteは１４回
（内 take a note of１３回）だが、take noteが２７７回（内 take note of ２０４回）、take notesが１３３回（内 take

notes of １４回）であった。頻度からmakeは note, takeは a noteと共起することが少ないのに対し、take

note, make a noteはどちらも１００回を超えている。すなわち、noteを抽象名詞として使用して「注目する」
を意味する場合は take noteが一般的で、「記録に残す」を意味する場合はmake a noteを普通使用する。
その複数形 notesは、make, takeともに可能である。以下の例のようにどちらかと言えば、make notes of

の後には具体的な記録すべきものが来ることが多く take notes ofの後には要点のような漠然とした内容を
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（４）動詞makeと共起する名詞

（５）動詞 giveと共起する名詞

指す語が続く傾向がある。（a）With only one item per card, there is plenty of room to make notes of

recipes, cooking times or whatever other information you feel would be helpful.［ARJ］（b）Our days and

nights were ruled by the clock. Every hour the assistant on duty had to read the instruments, make a note of

the wind speed and direction, the visibility, the cloud, precipitation（if any）, and whether the barometer was

rising or falling, and then stand by to teletype the details in code to Group Headquarters, who in turn would
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（chance）, advice,（power）, thought,（example）, attention, reason, answer, consideration

が続いている。抽象的内容でも、後者の名詞は、その内容を Aから Bへ移動することで

その名詞の動詞形が示す行為の意味を伝えることになる。他方、前者の名詞は、その内容

を動詞の主語が作り出すのが基本である。この中では、giveに後続する名詞に好ましくな

い感情を表す名詞は見当たらないが、逆にmakeに後続する名詞にも noise以外好ましく

ない内容を表すものはリストにはない。

（６）Sketch Engine―ukWaCによる

（７）Where dismissal does occur, employees may make a complaint to an employment

tribunal if they believe they have been unfairly dismissed, although ordinarily the employee

must have one year’s service.［ukWaC：＃４１１４２８７６３］（解雇が実際に起こるところでは、

従業員は、不当解雇されたと思えば、雇用問題審判所に告訴することができる、ただし１

年間の雇用期間がなければならない。）

そこで、Sketch Engine_ukWaC（１５億語余）から「give＋［aまたは an］＋名詞」、「make

＋［aまたは an］＋名詞」を抽出した。（６）はその高頻度順リストである１３）。動詞 giveと共

起する名詞（presentation, talk, indicationなど）は、動詞本来の意味である、相手に情報

などの伝達（移動）をする行為を示すものが多いのに対し、makeは抽象的な行為や事象

transmit it to Bomber Command.［B３F］（c）We should take note of reports that the Ove Arup route chosen

by the Government will wreck a £１billion scheme for７，０００ jobs and６，５００ new homes....［HMSO］（d）A
video recording of a meeting could give practice in taking notes of main points.［FUA］ SCN―BNCでは、
両者の頻度にさほどの差がないのに対し、BYU―COCAには、make notes３４２回に対し、take notes１２１１回出
現している（４億１千万語中）。BYU―TIMEでは、それぞれ４４回と２２６回である。アメリカでは、take notes

の方が好まれると言える。
１３）Concordanceをクリックし、Query Typeをクリックし、CQLを選択、［lemma＝“give”］“a｜an”［tag＝
“NN”］を入力。コンコーダンスラインが表示されたら、Frequencyのなかから Node Formを選択する。
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を作りだすことを示す名詞と共起する傾向にあることがより明確に分かる。（６）を見ると

要求するという相手には好まれない行為についてmake a claimの形は、１９９９例確認でき

るが、ukWaCでコンコーダンスを出力すると give a claimは変化形を含めても７例しか

見られない。なお、make an application（申請をする）１４６０例に対して、give an

applicationは変化形を含めて３８例あるが、基本的に意味が異なり１４）、make a contribution

（貢献する、寄付をする１５））は２０１０例見られるのに対して、give a contributionは変化形を

含めて２６例と大差がある。「不平・不満・苦情・告発」を表す名詞 complaintが giveでは

なくmakeと共起する要因は、complaintが抽象的な行為であり、しかも好ましくないも

のであるがゆえに、相手に伝達・移動させる前に、自身がそれを作りだすことを示すほう

がことばとして相応しいという感覚が働くと考えるのは妥当であろう。

５．３ in custody

同様に、例えば（８）のように in custodyが出てきた場合、BYU―BNCと BYU―COCAでそ

の直前の動詞を調べると、（１０）に示す結果が得られる１６）。BNCには、非常に高頻度で be

remanded in custody（拘留されている）が現れている。しかし、COCAでは remandedは

ほとんど上位に上がらない。イギリス英語によく用いられる表現と分かる。さらに、コン

コーダンス画面で出典をみると、be remanded in custodyは、大半が報道記事やニュース

であることも分かる。その上、（９）に示すように、be remanded in custodyの後には、

charged with...が続くことも分かる。

（８）Eleven young British-born Muslim men have been charged in the plot, and others are

in custody undergoing questioning.［VOA］（イギリス生まれのイスラム系青年１１名がその

容疑で告発され、他にも取り調べのために拘留されている人がいる。）

（９）AN１８―year―old Belfast youth has been remanded in custody charged with attempting

to snatch a woman’s purse in a telephone box on Belfast’s Lisburn Road on Friday night.

［BNC: The Belfast Telegraph］（ベルファーストの１８歳の青年が金曜の夜 Lisburn Roadの

電話ボックスで女性のバックをひったくろうとした罪で告訴され拘留されている。）

５．４ watch in horror as節

英文を読んだり聞いたりしていると、気になる表現に出くわすことがある。例えば、

（１１）の watch in horror asもそのひとつかもしれない。SCN―BNCで watch in horrorを検

１４）コンコーダンスラインには be given an application form, giving an application of his ideas to astronomy

（後の考えを天文学に応用する）などが見られる。
１５）次の（a）と（b）の例のように、make a contributionは金銭的貢献、「寄付をする」を表す場合と金銭とは直接

関係のない貢献、「寄与する」を表す場合がある。（a）We urge as many people as possible to make a

contribution to this fund so that our comrades can be buried in dignity. All those who are able to make a

donation should make a deposit to: People’s Bank,...（b）Personal development does not make a

contribution to the advancement of knowledge,...

１６）［v＊］in custodyで検索する。
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順位 BYU―BNC 頻度 順位 BYU―COCA 頻度
１ REMANDED IN CUSTODY ２５５ １ IS IN CUSTODY ８８
２ HELD IN CUSTODY ２１ ２ ARE IN CUSTODY ５９
３ BEEN IN CUSTODY １２ ３ WAS IN CUSTODY ５８
４ WAS IN CUSTODY １１ ４ HELD IN CUSTODY ３０
５ DIED IN CUSTODY ９ ５ BEEN IN CUSTODY ２５
６ KEPT IN CUSTODY ９ ６ REMAIN IN CUSTODY ２４
７ WERE IN CUSTODY ７ ７ ’S IN CUSTODY ２１
８ IS IN CUSTODY ７ ８ WERE IN CUSTODY ２０
９ ARE IN CUSTODY ４ ９ BE IN CUSTODY １８
１０ REMAINED IN CUSTODY ４ １０ HAVE IN CUSTODY １５
１１ REMAIN IN CUSTODY ４ １１ DIED IN CUSTODY １３
１２ SPENT IN CUSTODY ３ １２ REMAINS IN CUSTODY １１
１３ PLACED IN CUSTODY ３ １３ KEPT IN CUSTODY ９
１４ BE IN CUSTODY ２ １４ REMAINED IN CUSTODY ６
１５ DETAINED IN CUSTODY ２ １５ ’RE IN CUSTODY ５
１６ REMAND IN CUSTODY ２ １６ HAS IN CUSTODY ４
１７ WAITED IN CUSTODY １ １７ HAD IN CUSTODY ４
１８ SERVED IN CUSTODY １ １８ PLACED IN CUSTODY ４
１９ SERVE IN CUSTODY １ １９ PUT IN CUSTODY ３
２０ PUT IN CUSTODY １ ２０ TAKEN IN CUSTODY ２
２１ OVERCROWDING IN CUSTODY １ ２１ REMANDED IN CUSTODY ２
２２ LEFT IN CUSTODY １ ２２ YOURE IN CUSTODY １
２３ KILLED IN CUSTODY １ ２３ WEPT IN CUSTODY １
２４ HAVE IN CUSTODY １ ２４ WENT IN CUSTODY １
２５ COMPOSED IN CUSTODY １ ２５ USED IN CUSTODY １
２６ BEING IN CUSTODY １ ２６ SUSTAINED IN CUSTODY １
２７ ’S IN CUSTODY １ ２７ SUSPECT IN CUSTODY １
２８ ’RE IN CUSTODY １ ２８ STAYED IN CUSTODY １

Total ３６７ ２９ STAY IN CUSTODY １
３０ SPEND IN CUSTODY １
３１ SPECIALIZES IN CUSTODY １
３２ PROVEN IN CUSTODY １
３３ MURDERED IN CUSTODY １
３４ MADE IN CUSTODY １
３５ LANGUISHED IN CUSTODY １
３６ KILLED IN CUSTODY １
３７ HIRED IN CUSTODY １
３８ BEATEN IN CUSTODY １
３９ GOT IN CUSTODY １
４０ ENDED IN CUSTODY １
４１ EMBROILED IN CUSTODY １
４２ DO IN CUSTODY １
４３ COME IN CUSTODY １
４４ CLAIM IN CUSTODY １
４５ BELONG IN CUSTODY １
４６ BEING IN CUSTODY １
４７ ’M IN CUSTODY １

Total ４４７

索すると（１３）の画面が見られる。

（１０）BYU―BNCを用いた in custodyと共起する直前の動詞
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（１１）When Japan won another free-kick shortly afterwards, the Danes were clearly

expecting another piledriver from Honda, but instead they watched in horror as Endo’s

exquisite strike curled around the wall and past the outstretched arms of Sorensen.［BBC］

（その直後に日本が再びフリーキックを得た時、デンマークは本田からもう一本シュート

が来るものと思い込んでいたが、代わりに、遠藤の巧みなシュートが壁を巻いて、ソレン

セン選手の伸ばした手をすり抜けるのを見て茫然とした。）

（１２）Staff and customers watched in horror as he poured the petrol over himself and set

himself alight.［BNC: The Belfast Telegraph］（スタッフや店の客は、彼がガソリンを体に

かけて、火をつけたのを見て、ぞっとした。）

（１３）watch in horror（右ソート、基本形で検索）のコンコーダンスライン（SCN―BNC）

（１３）から、watch in horrorには、３２例中２７例で（１２）のように as節が後続していること

が分かる。さらに、watchと asの間には in amazementなどが可能であることもコーパ

ス検索で分かり、パターンとして記憶するとよい。

６．授業におけるコーパスの有効性―学生アンケートより

筆者が本年度担当した、大学学部１、２年生のクラスで、授業の教科書にでてくる語彙

や表現を SCN―BNCで検索させた。英語コミュニケーションⅡ（２年生対象、学生数１ク

ラス３５、市販テキスト使用、VOAニュースリスニング中心）２クラス、英語リーディン

グⅠ（１年生対象、学生数３５、プリント使用、１０００語程度の解説文と各種レジスターの英

文を読む）、人文演習（２年生対象、学生数７、プリント使用、英語広告文の特徴を例に
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表２ アンケート結果

クラス・アンケート項目
（ ）：回答数

British National Corpusの
使い方は理解できた

コーパスは英語習得に有効
だと思う

人文演習（７） ３．８ ４．７

英語コミュニケーションⅡ A（２０） ３．２ ３．９

英語コミュニケーションⅡ B（２７） ３．０ ３．４

英語リーディングⅠ（２９） ３．０ ３．３

注 数値は５段階の選択方式で、５：そう思う、４：どちらかというとそう思う、３：どちらとも言えない、
４：どちらかというとそうは思わない、１：そうは思わない。

期末レポートと英文アブストラクトの書き方、さまざまなレジスターの英語の特徴の学習

と英語による発表を実施）で行なった。人文演習では、９０分の授業をすべて使って、SCN―

BNCの使い方とコーパスについて説明し、その後２回１０分ほどの検索を実践した。その

他の３クラスでは、授業で扱う単語やフレーズに着目して、語句習得のために、第１回目

約２０分でコーパスについて説明し、それ以後約１０分程度３―４回、コーパスを利用した。

アンケートは、春学期の授業評価アンケート時の予備項目欄を使用して行った。表２にそ

の結果を示す。

表２に示す通り、「コーパスが英語学習に非常に有効だと思う」と解答した学生が最も

多いクラスは、コーパスの利用法を SCN―BNCを用いて９０分十分に説明できた少人数のク

ラスであった。まだ調査段階ではあるが、一定の習熟度のある学生に十分使い方を指導す

れば、コーパス利用は浸透すると考えられる。

７．おわりに

英語指導者がそばにいなくても「辞書とコーパスで自信を持って楽しく英語を使う」こ

とのできる日本人を育成するためのコーパスの教室への導入を提唱した。それは、コーパ

ス言語学の研究手法と言語理論上、理にかなった英語教育へのコーパスの応用であること

を論じた。さらに、現在その機が熟していることを述べた。教室への導入の一例として、

complaintと共起する軽動詞、さらに「軽動詞＋a｜an＋名詞」における軽動詞 giveと

makeの選択、in custodyと共起する動詞をあげ、コーパスを利用すれば、従来とは異

なった英語表現の習得方法が可能であることを示した。授業アンケートの結果も肯定的に

捉えられるため、今後もコーパスの教室への導入を促進してゆきたい。そのための今後の

課題として、コーパスを直接導入した英語教育用の体系だったテキストの編纂や導入効果

の客観的データの収集に努めたい。

ただ、英語非母語話者が英語コーパスを使いこなすには、一定の英語力が必要である。

また、検索ソフトの機能を十分認識しないで使用すると誤った結論に到達してしまうこと
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がある。コーパスの教室への導入にあたっては、これらの点に十分留意して薦めてゆく必

要がある。
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Applying Corpus Linguistics to English Education: Towards the

goal of using English autonomously with dictionaries and corpora

Atsuko Furuta Umesaki

The author has been employing large-scale corpora in teaching English at university

level, advocating the use of corpora and dictionaries in combination. The goal is to

enhance learners’ ability to find answers to their own queries about English and to induce

the ’rules’ necessary in speaking or writing it. This is achieved by exposure to examples

and various forms of collocation data obtained from the corpora. Its aim is to enable

students to communicate with confidence after graduation when they are uncertain about

expressions coming to mind and cannot obtain advice from instructors.

In this paper, a brief survey is made of the way in which Corpus Linguistics can serve

as an important resource in English education. Its contribution has two main aspects: one

is the application of linguistic information derived from corpus analysis; the other is the use

of corpora in teaching and learning English. As the theoretical background of the practice,

Phraseology is employed. Examples used in the classroom are presented. Corpora being

used for the present research are SCN―BNC, BYU―BNC, BYU―COCA and Sketch Engine-

ukWaC. The effectiveness of the method is considered on the basis of a questionnaire.

Future perspectives concerning the use of corpora in ELT classrooms are presented with

the aim of fostering the use of English autonomously with corpora and dictionaries in

combination.
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